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毎日新聞のご購読お申し込みは
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T「湖笛の会」は、女性フルーティスト

によるフルートだけで構成されたオー

ケストラ。23年もの演奏歴を誇るフル

ートオーケストラは他に例を見ない。

その美しく透明感あふれる音色は琵琶

湖を渡るさわやかな風のよう。

この会の創設者であり中心となって演奏

活動を続けてきたのが松山克子さん。

松山さんは東京芸大を卒業後、石山高

校音楽科でフルート講師を務め、多く

のフルーティストを育ててきた。しか

し卒業生の多くは音大を卒業した後、

演奏する機会に恵まれなかった。彼ら

にチャンスを与えたい……そう願う毎

日だった。ある時、フルートオーケス

トラの演奏を聴いた松山さんは、それ

まで感じたことのない、まるでビロー

ドのような印象を受けたという。

そして、このサウンドを自分たちで生

み出そうと決意。早速卒業生らに呼び

かけ、会を結成した。

演奏に使われるフルートは7種類。普

通のフルートの他、高音部にはピッコ

ロ、ソプラノフルート、中音部にアル

トフルート、低音部にバスフルートと

コントラバスフルート（2種）と、大

きさも形も違うフルートが使われ、そ

の音域は6オクターブ以上に広がる。

現在「湖笛の会」のメンバーは27名。

国内はもちろん、海外公演もこなすな

ど意欲的に活動をしている。また、演

奏会の他にもメ

ンバーがサポー

トして「フルー

トフェスティバ

ルin滋賀」を毎

年開催。このフェ

スティバルでは、

初心者からベテ

ランまでフルー

ト愛好者なら誰

でもオーケスト

ラに出演できる。

日頃は一人で静

かに演奏すると

いう人も、大勢

で演奏する喜び

を知る機会とな

り、愛好者にも

評判だ。

松山さんは元県社会教育委員、元甲西

町教育委員長であ

り、また3人の子

供の母でもある。

現在は日本フルー

ト協会常任理事を

務めるなど、その

活躍は音楽だけに

とどまらない。

「今後はメンバー

それぞれがプロとして演奏に専念でき

るようバックアップしていきたい」との

こと。ますますの活躍を期待したい。
（取材・川上）

松山 克子さん（61歳）

Katsuko Matsuyama
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